
ロザリオの月（祈りの道具）

フランシスコ・ザベリオ　日野 武満　神父

AVE	MARIA から始まるロザリオの祈りは、教会が主の祈りはイエ
ス・キリストが使徒達に教えた祈りとして唱えています。

今年の春司祭叙階５０年を迎え、ローマにいるシスターからお祝い
に、前教皇ヴェネディクト１６世教皇様の教皇冠章のケースに入って
いるロザリオを頂きました。

１９８４年イタリアのカステルガンドルで教皇ヨハネ・パウロ２世
教皇様と謁見したとき、教皇冠章の入ったロザリオを手渡しで頂きま
した。

日本では、ロザリオを首にかけている人を見かけますが、飾りとし
てかけているのでしょう。ヨーロッパでは、修道士、シスター方が帯
のように腰に巻いて、いつでも唱えることができるように歩いている
姿をよく見かけます。神学生の時着ていたスータン（制服）には、小
さいポケットがついていて、そこにロザリオを入れていました。

教
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）
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－ 1 －

教皇ヨハネ・パウロ 2 世が日野神父

に手ずから授けられたロザリオ

日 曜 典　礼（ミ　サ） 備　　　　考 そ　の　他

　２ 日 主日ミサ (9:00) 年間第２７主日 ( ロザリオ１)

　７ 金 初金ミサ (9:30)

　９ 日 主日ミサ (9:00) 年間第２８主日 ( ロザリオ２) 教会委員会

１２ 水 聖書の会 (10:00)

１４ 金 週日ミサ (9:30)

１６ 日 主日ミサ (9:00) 年間第２９主日 ( ロザリオ３) みんなの会

１８ 火 祝日ミサ (9:30) 聖ルカ福音記者 [ 祝 ]

１９ 水 聖書の会 (10:00)

２２ 土 主日ミサ (15:30) 前晩ミサ バザー準備

２３ 日 主日ミサ (9:00) 年間第３０主日　子どもミサ ( ロザリオ４) バザー

３０ 日 主日ミサ (9:00) 年間第３１主日 ( ロザリオ５)

※： ロザリオ１～５（上表）の開始時間は 8:30 です



敬 老 祝 賀 ミ サ と 祝 賀 会

－ ２ －

～ 中和田の風 ～

人は人を通して神と出会う

福島清さん（７３歳）に受洗の経緯、信仰のこと、これから教会に期待することを伺いました。

▲初めに受洗に至った経緯をお話ください。

⇒長野県下條村の農家の生まれです。五人兄弟の長兄が家業を継ぐことが決まっていたので、私は鶴見区にある

会社に就職しました。その会社の先輩女性に誘われアトメント鶴見教会に行ったのが始まりです。何度か行くう

ちに要理の勉強を勧められ、菊名教会のドイツ人神父様のところに毎週一度通いました。正直なところ仏事と神

事が日常的だった家庭に育った日本人として、教えの中で「唯一の神」というところに排他的な厳しさを感じて

いました。しかし、その神父様の豪快、オープンで包容力があるところにひかれて一年半勉強を続けることがで

きました。また勉強する中で信仰を持って生きていくことは大切だと感じ２４歳で受洗に至りました。そして教

会へ誘ってくれた先輩女性は妻となりました。

▲初めて誘われて躊躇なく教会に行けたのはなぜでしょうか？またその頃の教会の様子をお話ください。

⇒職場では全く信仰の話はしませんでしたが、誰でも周囲の人を受け入れ、ぶれない彼女の存在に何か惹かれる

ものがあったのかもしれません。教会でもすぐに受け入れられ、若者たちの交流（JOC）にもよく参加して、色々

な体験ができました。また信者同志の遊びのグループがあり信者の家などでも遊び（麻雀など）を通して交流し

ていたこともあり、自然に安心していられる居場所となっていきました。

▲信仰を持つことが生きていく上で大切だとお話されましたが、例えばどんなところで大切だと思いますか？

⇒職場や家庭で相手が自分の思い通りにならないと分かっていても、思い通りにならなかった時、一瞬腹を立て

てしまいます。しかし少し時間をおいて冷静に考え、相手の立場、状態、考え方を理解しようと努めることがで

きるようになったのは信仰のおかげだと思います。神の導き、気づきが与えられているのではないでしょうか。

▲現在、中和田教会は再建に向けて始動しています。将来の教会像について希望がありましたらお話ください。

⇒信仰とは神と私との関係であることは確かですが、神との出会いは人に出会うところから始まるのではないで

しょうか。「二人または三人がわたしの名によって集まるところには、わたしもその中にいる」と聖書にある通り、

まずは教会に足を運んだ人が共同体に受け入れられる体験を通して神に出会うのだと思います。そのためには私

が若い時に体験したように娯楽も含めて楽しい交わりの教会になることが必要だと思います。バザーなどは良い

事例だと思います。祈りの場はもちろん必要ですが、若者、子供たちが気軽に立ち寄れる、遊びを通しての交流

の場、居場所となるような、受け入れる教会が必要とされているのではないでしょうか。

「受け入れる教会」

９月１１日、恒例の敬老祝賀ミサが捧げられ、引き

続き祝賀会が開催されました。ご準備頂いた行事グ

ループの皆さん、祝賀会を盛り上げてくださった要

理学校の皆さん、ありがとうございました。



－ 3 －

２０１６年の泉区民クリスマスは、下記のように行

われます。

今回は、聖歌隊が泉区文化祭（１１月５日：泉公会堂）

の合唱隊に参加致します。

聖歌隊は９月より練習を行っていますので、是非、

泉区文化祭の発表も多くの方々に聞いていただければ

と思います。

日　時：２０１６年１２月２２日 ( 木 )　午後２時～

場　所：泉公会堂

説教者：横浜緑園キリスト教会　森下牧師

当日は色々な係のお手伝いがありますので、ご協力

のほど、よろしくお願い致します。

	 	 	 	 	      （井上  昭男）

泉 区 民 ク リ ス マ ス の お 知 ら せ 湘 南 キ リ ス ト 教 セ ミ ナ ー の お 知 ら せ

８月２８日（日）のエプロン会に続き、９月１６日（日）第三回ランチセットの販売がありました。今回はき

のこの炊き込みご飯、冬瓜スープ、かぼちゃの煮物でした。その他ケーキ類、クッキーなどの販売もあり、あっと

いう間に売り切れとなったそうです。

前日の土曜日午前中と当日は朝７時から準備のためにエプロン会の皆さまが一丸となって楽しそうに働いてお

られました。野菜、お米、調味料、その他メンバーの方々が持ち寄って建設資金のために大きく貢献されています。

写真は８月２８日の反省会の様子です。

みんなの会もエプロン会と共に新集会室にてコーヒーサービス

とコーヒー販売を行いました。コーヒーサービス・お菓子付き（お

代わり自由）１００円としましたが、皆様の気持ち良いご協力に

より、みんなの会のプール金もわずかながらも順調に増えていま

す。エプロン会の活気に満ちた活動の傍らで二つのテーブルを囲

んでコーヒーを頂きながら和やかに談笑なさっている皆様の姿に

温かい交わりを感じました。またマザーハウスのマリアコーヒー

を神父様筆頭に多くの皆様に購入していただきまして感謝申しあ

げます。引き続きご支援のほどよろしくお願いいたします。	 	

	 	 	 	 	 	  （今井 暁子）

エ プ ロ ン 会 と み ん な の 会

今回のテーマは、「ひきこもり」です。横浜市が平成

２４年度に調査したところ、１５才から３９才までの

若者のうち「ひきこもりの若者」が、約８０００人以

上いるとのことが判りました。私達も社会の中にもそ

の実態を知らず、手を差し伸べるべき方法も知らない

人が多いのではないでしょうか。

ご自身がひきこもりを４年近く過ごしたイエズス会

の沖下修道士に、ご自身の体験をもとにお話をしてい

ただくことになりました。是非、多くの人にお話を聞

いていただければと思います。

日　時：２０１６年１１月１９日（土）

	 	 　１３：００～１５：３０

場　所：カトリック戸塚教会

参加費：５００円

チケットを１０月より販売致しますので、よろしく

お願い致します。	 	 	      （井上  昭男）



＜
9
月
11
日
（
日
）
13
名
出
席 ＞

■
日
野
神
父
様
の
お
話

・
10
月
は
４
日
～
５
日
に
熱
海
で
50
年
の
司

祭
の
集
ま
り
が
あ
り
、
24
日
～
28
日
に
黙

想
会
が
あ
り
ま
す
の
で
留
守
に
し
ま
す
。

そ
の
間
は
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
報
告

●
広
報
（
武
田
）

・
原
稿
依
頼
（
９
月
21
日
締
切
）

●
総
務
（
小
山
（
恭
））

・
10
月
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
確
認

・
和
泉
町
在
住
の
方
で
、
住
居
表
示
変
更
の

あ
っ
た
方
は
総
務
部
ま
で
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

●
み
ん
な
の
会
（
今
井
）

・
８
月
は
、
エ
プ
ロ
ン
会
の
食
事
会
と
販
売

に
参
加
し
て
一
緒
に
活
動
し
た
。

・
マ
ザ
ー
ハ
ウ
ス
の
「
マ
リ
ア
コ
ー
ヒ
ー
」

の
販
売
は
、
好
評
に
つ
き
継
続
販
売
す

る
。

・
10
月
は
、
サ
ロ
ン
を
開
催
す
る
。

●
エ
プ
ロ
ン
会
（
岩
渕
委
員
長
代
理
）

・
建
設
資
金
に
協
力
す
る
た
め
に
、
毎
月
１

回
な
に
が
し
か
の
会
を
開
催
す
る
計
画

を
し
て
い
る
。

・
ビ
ー
ル
の
賞
味
期
限
に
つ
い
て
の
ク
レ
ー

ム
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
十
分
注

意
し
た
い
。

●
建
物
を
考
え
る
会
・
営
繕
（
五
十
嵐
）

・
防
災
訓
練
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。
訓

練
す
る
意
義
が
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い

て
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
い
た
い
。

⇓
今
の
建
物
に
は
避
難
口
が
な
い
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
問
題
が
あ
る
が
、
実
際
に
避

難
訓
練
す
る
か
ど
う
か
、
重
要
書
類
の

保
存
や
持
ち
出
し
の
扱
い
等
も
含
め
て

検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

●
福
祉
（
阿
部
）

・
ホ
ー
ム
レ
ス
支
援
の
た
め
に
、
お
米
、
梅

干
し
、
衣
類
を
届
け
た
。

●
要
理
（
保
科
）

・
７
月
に
、
夏
期
学
校
を
み
ん
な
の
会
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
実
施
し
た
。
理
科
の

実
験
や
読
み
聞
か
せ
、
カ
レ
ー
の
食
事
、

す
い
か
わ
り
を
し
た
。

・
８
月
に
第
５
地
区
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
が

あ
り
、
２
名
参
加
し
た
。

●
宣
教
（
井
上
・
岩
﨑
）

・
９
月
22
日
に
一
粒
会
大
会
が
あ
り
、
募
集

し
て
い
ま
す
。

・
湘
南
キ
リ
ス
ト
教
セ
ミ
ナ
ー
は
、
11
月
19

日
に
「
ひ
き
こ
も
り
」
に
つ
い
て
の
講

演
会
の
予
定
。

・
泉
区
民
ク
リ
ス
マ
ス
は
、
12
月
22
日
に
行

わ
れ
る
。

・
８
月
に
第
５
地
区
リ
ー
ダ
ー
会
が
聖
光
学

院
で
行
わ
れ
た
。
12
月
17
日
に
は
、
大

船
教
会
で
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
計
画
し
て

い
る
。

・
11
月
２
日
～
３
日
に
湯
河
原
で
、「
信
徒
・

修
道
者
・
司
祭
の
三
者
に
よ
る
宿
泊
交

流
会
」
が
行
わ
れ
る
。
今
回
の
メ
イ
ン

テ
ー
マ
は
、「
信
仰
を
伝
え
る
と
い
う
こ

と
」
で
、
参
加
募
集
締
め
切
り
は
10
月

10
日
ま
で
。

●
財
務
（
甲
斐
）

・
８
月
の
建
設
会
計
は
、
年
間
予
算
よ
り
大

幅
に
増
額
し
て
い
る
。

●
典
礼
（
小
野
）

・
９
月
～
11
月
の
典
礼
予
定
の
確
認
。

・
８
月
15
日
の
原
宿
教
会
で
の
３
教
会
合
同

ミ
サ
（
被
昇
天
祭
：
平
和
の
祈
り
＆
ミ

サ
）
は
、
中
和
田
教
会
か
ら
15
名
参
加

し
た
。

・
９
月
11
日
、
敬
老
祝
賀
ミ
サ
が
行
わ
れ
た
。

・
10
月
は
ロ
ザ
リ
オ
の
月
な
の
で
、
ロ
ザ
リ

オ
の
祈
り
を
５
回
行
う
。

・
11
月
13
日
に
、
七
五
三
祝
賀
ミ
サ
を
３
教

会
合
同
で
行
う
予
定
。

●
行
事
（
小
山
（
利
））

・
敬
老
祝
賀
会
は
、
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り

和
や
か
に
行
わ
れ
た
。
出
席
者
も
多
か
っ

た
。

・
戸
塚
教
会
の
方
か
ら
、
中
和
田
教
会
か
ら

い
つ
も
ホ
ー
ム
レ
ス
用
の
お
米
を
送
っ

て
い
る
こ
と
に
感
謝
さ
れ
た
。

■
そ
の
他
報
告

・
7
月
度
月
修
資
料
が
配
布
さ
れ
た
。

■
討
議
事
項

・
各
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
の
改
選
に
つ
い

て
、
説
明
さ
れ
た
。
今
年
か
ら
半
数
改

選
で
、
改
選
希
望
の
方
は
グ
ル
ー
プ
変

更
の
希
望
リ
ス
ト
を
10
月
中
に
提
出
。

・
地
区
集
会
は
、
11
月
に
行
う
予
定
。

・
教
会
建
設
に
関
し
て
は
、
教
区
の
建
設
委

員
会
で
中
和
田
教
会
担
当
の
方
２
～
３

名
が
選
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

当
教
会
の
建
設
委
員
会
で
重
要
な
審
議

が
行
わ
れ
る
時
に
は
一
緒
に
参
加
さ
れ

る
予
定
。
こ
の
会
議
は
拡
大
建
設
委
員

会
と
呼
ば
れ
る
。

・
10
月
の
建
設
委
員
会
で
、
緊
急
検
討
項
目

を
検
討
す
る
。	

	

以
上

（
次
回
委
員
会
10
月
9
日
）

■
訃
報

ル
ド
ビ
カ
茨
木 

小
野
寺 

和
子
様 

（
享
年
81
才
）

９
月
21
日
に
帰
天
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

－ ４ －

委
員
会
だ
よ
り

（
文
中
敬
称
略
）

教
会
か
ら
の
お
知
ら
せ


